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例言 昌=

1本 書 は、平成16年3月1日 ～3月30日 に実施 された松本市深志3丁 目に所在す る松本城下町跡宮村町 ・

天神西遺跡 の緊急発掘調査報告書 である。

2本 調査 は、大成産業株 式会社 に よる共 同住宅建 設事 業 に伴 う緊急発掘調査で あ り、同社 より松本市が委

託 を受 け、松本市教育委員会 が発掘調査 を実施 し、本書の作成 を行 った もので ある。

3本 書の執筆 は、IV:菊 池直哉 、V-2:直 井雅 尚、V-4:内 堀 団、 その他 を竹内靖長 が行 った。

4本 書作成 にあたって の作業分 担 は、以下 の とお りで ある。

遺物洗浄 ・注記:百 瀬二三子

土器 ・陶磁器接合:中 澤温子

遺物実測:直 井雅 尚、太田万喜子、竹 内直美、蓑島菜奈

金属製品整理:内 堀 団、洞沢文江

遺構図調整:菊 池直哉、松 山あず さ

遺構 ・遺物 トレース:松 山あず さ

遺物写真:宮 嶋洋一・

総括 ・編集:竹 内靖長

5本 書 で使用 した略称 は以下 の とお りで ある。

竪穴住居吐→住、土坑→土、 ピ ツ ト→P

6本 調査で得 られた出土遺物及 び調査 の記録類 は、松本市教育委員会が保 管 し、松本市立考古博物館

(〒390-0823長 野県松本市 大字 中山3738-1Tel-0263-86-4710FaxO263-86-9189)に 収蔵 され てい

る。

第1図 調査地の位置 ●今回の調査地
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一
1調 査に至 る経過

り

本遺跡は松本市街地の深志3丁 目に位置 し、近世の松本城下町(町 屋 ・武家屋敷地)の 遺跡 として周知さ

れていた。平成11年 に第1次 発掘調査が行われ、江戸時代の整地層5層 を確認し、建物吐などの遺構 と陶磁

器 ・木製品などの遺物が発見された。さらに、その下層か らは古墳時代前期の住居吐を確認 し、土師器高杯

などが出土した。近世城下町の下層で確認された古墳時代の遺跡 は、新発見であったため天神西遺跡 とした。

今回、当該遺跡内に大成産業株式会社 による共同住宅建設事業が計画された(文 化財保護法第57条 の2に

基づ く届出書:平 成15年2月1日 提出)。計画地は第1次 調査地を含む場所で、開発内容から埋蔵文化財が破

壊されるおそれが生 じた。 このため、事業者 と埋蔵文化財の保護協議を行い、開発事業で埋蔵文化財が破壊

される範囲について、発掘調査を実施 して記録保存を図ることとなった。発掘調査及びこれに係わる事務処

理については、松本市教育委員会が実施することとし、事業者である大成産業株式会社 と松本市 との問に平

成16年2月16日 付で発掘調査委託契約が締結された。現地での発掘調査は、平成16年3月1日 ～3月31日 ま

で実施 し、引き続 き松本市立考古博物館 において整理作業および本報告書の作成を行った。報告書作成に関

する委託契約期間は、平成16年4月1日 ～平成17年3月31日 である。

2調 査体制

調 査 団 長:竹 淵公章(松 本市教育長)

調査担当者:竹 内靖長(文 化財保護課主任)、菊池直哉(同 嘱託)

調 査 員:今 村克、森義直

協 力 者:荒 井留美子、飯田三男、待井敏夫、道浦久美子、山崎照友

事 務 局:

松本市教育委員会教育部文化課(～ 平成16年6月30日)、 文化財保護課(平 成16年7月1日 ～)

有賀一誠(課 長 ～平成16年3月31日)、 池田英俊(課 長 平成16年4月1日 ～)、熊谷康治(課 長補佐)、

田口博敏(同 ～平成16年3月31日)、 川上百合子(文 化財担当係長 平成16年4月1日 ～)、

直井雅尚(主 査)、久保田 剛(主 任 ～平成16年3月31日)、 小山高志(主 事 平成16年4月1日 ～)、

櫻井 了(主 事)、渡邊陽子(嘱 託)

←宮村町1検

←宮村町II検

⑤ ←天神西検出面

① 近現代の造成土

② 暗灰色土(シ ルト質、細砂 ・粗砂混入)

〔炭 ・茶褐色土粒(中)30%混 入〕

③ 暗褐色土(シ ルト質、粗砂混入)

〔炭 ・茶褐色土粒(中)20%〕

④ 暗灰色粘質土(シ ル ト質、炭混入)

⑤ 灰色粘質土(シ ル ト質、粗砂混入)

⑥ 淡灰緑色砂質土(粗 砂)

⑦ 灰緑色土1(シル ト質、細砂～粗砂混入)

〔灰色土塊(中)20%〕

⑧ 黒褐色粘質土(シ ル ト質、腐植混入)

第2図 基本土層図
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一
1地 形 ・地 質

今回の調査地点は、松本城天守閣の南約1km、 標高590m地 点に位置する。北には女鳥羽川、南には薄1川が

流れており、両河川から約500mの 地点にあたる。松本市街地周辺では、洪積世後期後半ごろから局部的・構

造的な松本盆地の誕生が始 まる。 このころ西側の城山が傾動 しなが ら隆起 をはじめ、それまで大口沢方面 に

流れていた古女鳥羽川は次第に南西から東へ押しやられ、洪積世末ごろ第三紀層の上 に古女鳥羽川の礫層を

載せて山地化 し、隆起の進行 と共に右岸に三段の段丘面 を形成 しなが ら市街地東部 を流れるにいたった。こ

の結果、女鳥羽川は、筑摩山地の三才山峠(1500m)か ら流れ出し、幾つ もの沢 と合しなが ら西に向かって流

れ、稲倉から1200向きを変えて市街地に向かって南流 し、流路の首振 りを繰 り返 して扇状地を形成 した。.__.

方、薄川は市街地の東部三峰山や扉峠付近を源流 とし、幾つかの沢を合流しつつ入山辺地区の西端付近を扇

頂 とする扇状地を形成 している。 この二つの扇状地は、湯川付近で接 し、 これより南西方向には流路の首振

りとともに両者がサンドイッチ状に混成 して複合扇状地 を形成 している。今回の調査地点は、 この薄川 と女

鳥羽川が形成 した複合扇状地南端で、東か ら西へ延びる自然堤防上の舌状台地上に位置 している。

調査区北西隅に土層観察用の トレンチを掘削し、土層観察 を行った。調査区の基本的な土層構成は、第2

図基本土層図のとお りである。第① ・②層は、近代～現代の造成土である。近世城下町の整地層は2層 捉え

られた。第1検 出面は第③層の暗褐色土層上面、第2検 出面は第④層の暗灰色粘質土層上面である。両層 と

もに、自然堆積ではなく人為的な盛土層 と考えられる。第⑥層は淡灰緑色砂質土で、古墳時代の遺構の掘 り

込みが確認できた。しかし、古墳時代の遺構の掘 り込みが浅いことや、僅かに中世の遺構の掘 り込みが残存

していたこと、 また古墳時代から近世 までの堆積土層が確認できないことなどか ら、城下町造成時に削平さ

れている可能性が考えられる。第⑤ ・⑥は薄川系の堆積物。第⑦層は黒褐色粘質土で、女鳥羽川系の堆積物

である。

2遺 跡周辺の歴史

宮村町は、松本城の城下町として形成された町である。『信府統記』の記述には、もともと戦国期には宮村

という集落があり、城下町成立時に宮村町 となった とある。 ここには、町名の由来 となった宮村明神があっ

たが、飯田城から入封した小笠原秀政が慶長19年(1614)年 に、筑摩郡鎌田村(現 ・松本市鎌田)か ら天:満

宮を宮村明神の社地に勧請 し、宮村明神 と共に松本城の鎮護神 とした。また、この とき京都北野天満宮右近

馬場に準じて天神馬場 を置き、社殿に向かう小路 を天神小路 とした。小路の北側には、飯田城下か ら秀政を

慕ってきた奉公人(武 士)の 屋敷地を置いたが、今回の調査地はこの武家地にあたる。『善光寺道名所図会』

の 「宮村大明神境内」の図をみると、本殿には右側 に宮村明神、左側に天満宮が祀られている。境内の両側

には、万商守護神 ・恵比寿大黒天 ・稲荷社 ・金山権現(鋳 物師や鍛冶職人の守神)・病気治癒の神々など様々

な神々が祀 られていた。秀政以後の歴代城主 も社殿の修復、祭礼の費用拠出、警護などを行い、厚 く保護 し

ている。天保14年(1841)に は、両社を合祀して深志神社 と名が改められ、現在に至 っている。

江戸時代の宮村町は、天神小路から中町までの間に広がっていた南北に長い街で、南側1/3部 分が武家地、

残 りが町人地である。享保8年(1723年)の 史料 によれぼ、町人地には51軒 の町屋があり、:職種をみると桶

屋が最 も多 く12軒確認できる。次いで屋根屋5軒 、商人5軒 、紺屋4軒 、大工、研屋、鞘師、紙屋、鍋売、

山伏、檜物屋、医師などの職種がみられる。木工関係 を主とした:職人が多いのが特徴である。今回の調査地

は町の南端の天神小路に近い箇所で、武士の屋敷地 にあたる。史料では、禄高五石二人扶持か ら八石二人扶

持で、城下町南端の警護などにあたっていたようである。
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一
今回の開発事業地内には、平成11年 度に実施した第1次 調査箇所 も含まれていた。このため、1次 調査の

結果 をふまえ、開発行為で遺跡が破壊されるおそれのある範囲を調査区として設定した。調査は、 まず重機

により確認 トレンチを掘削し、土層観察を行った。 この結果、近世の遺構検出面2面 と古墳時代の検出面1

面を確認 したため、上層か ら順次面的に調査を実施してい くことにした。まず、第1検 出面 までの表土除去

を行 ったあと、人力により遺構検出作業・遺構掘 り下げ作業 を行った。遺構の測量は、任意の3m方 眼を設定

し、後 に基本点に国家座標を移設 した(各 面共通座標)。第II・第III検出面(天 神西遺跡)は 、上層の調査が

終了するたびに重機で掘削し、各面の調査を実施 した。遺構番号は、各面 ごとに1か ら付 した。

調査の結果、第1・II検 出面では近世後半～近代の土坑 ・ピット・溝、第III検出面(天 神西遺跡)で は古

墳時代の住居肚 ・土坑 ・ピット・溝が確認された。第1・II検 出面で発見された土坑は、大半が廃棄土坑で

遺構問の重複が著 しい。第III検出面で発見された古墳時代の遺;構は、1次 調査で も住居吐1軒 が発見されて

お り、周辺 に集落肚が広がっている可能性が高い。地形上の特徴 をみると、東か ら西へ舌状台地が延びてお

り、古墳時代の集落 もこの台地上に展開しているものと考えられる。試掘 トレンチの土層観察では、古墳時

代の検出面 より下層には黒褐色粘質土(腐 植物多量に混入)や 砂質土が互層的になってお り、低湿地帯で河

川の影響 を大 きく受けた場所であったことがわかった。下層では遺構 ・遺物 ともに発見されなかったことか

ら、本調査地点周辺では古墳時代 に河川の影響を受けにくい比較的安定 した場所 となり、集落が展開した も

の と考えられる。1次 調査および今回の調査の各面で確認された遺構 ・遺物は下記のとお りである。

今回の調査(第2次 調査)

調査期間:平 成16年3月1日 ～3月30日

調査面積:第1検 出面85.7㎡ 第II検 出面83.4㎡ 第III検出面(天 神西遺跡)88.3㎡

(1～III検 合計:257.4㎡)

検 出遺構:第1検 出面…土坑40、 ピッ ト9、 溝2

第II検 出面…土坑31、 ピツ ト4、 溝5

第III検 出面(天 神西遺跡)… 住居吐1、 土坑2、 ピッ ト13、 溝1

出土遺物:〈 江戸時代〉陶磁器(瀬 戸美濃産、肥前産、京 ・信楽産 ほか)、 土器(在 地産)、 瓦質土器、木

製品(下 駄、 曲物、柄杓、漆箱 類、漆椀蓋、扇子、箆 な ど)鉄 製 品(釘 、銭貨な

ど)

〈古墳時代〉土器(壷 ・甕 ・高杯 ・小型器台 」鉢)

第1次 調査

調査期間:A地 区(平 成11年7月12日 ～7月16日)

B地 区(平 成11年12月7日 ～12月11日)

調査面積:A地 区18㎡ 、B地 区19㎡

検 出遺構:〈 江戸時代〉建物 ±th1、土坑2、 杭列1、 石組1、 井戸1

〈古墳時代〉竪穴住居 吐1
　 ヤ

出土遺物:〈 江戸時代〉陶磁器(瀬 戸美濃産、肥前産、京 ・信楽産 な ど)、 木製品(漆 椀)、 金属製品(寛

永通宝)

〈古墳時代〉土器(高 杯 ・甕 ・壷)
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第3図 調査範囲図

宮村町1検

第1次 調査箇所

今回調査(第2次)箇 所

図上 の座標 は任 意の値 を用 いた。

(NSOEWO)が 国 家座標 の(X=2532.475

真 北 は図上 の北 か らN-1.57'40"一E

Y=一47102.0888系)

第4図 遺構 全体 図(1)
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宮村町II検

天神西

第5図 遺構全体図(2)
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一
1宮 村町第1検 出面

土坑40基 ・ピット9基 ・溝2条 を検出した。調査区の西半は土坑が集中しており、切 り合いが著 しかった。

これ らの土坑は覆土に陶磁器片 ・木器片等の遺物や、木片 ・炭化物 を含んだものが多数見 られた。この土坑

の集中した範囲の東側に隣接 して、東西幅4m程 の遺構が希薄な範囲があった。さらにその東側から調査区東

端 までは再び土坑が集中したが、一部は遺構の切 り合いが著 しいことに加 え地下水位が高 く検出が困難で あ

ったため、北東部包含層 として一括して取 り扱った。以下では遺物の出土した遺構を中心に概観する。

土坑2

調査区西側の土坑集中範囲に位置し、土3と 土42に 両端を切 られる。覆土 は4層 からなり、最下層には木

片 と炭化物が含まれた。遺物は覆土中および底部付近から少量出土した。

土坑3

調査区西側の土坑集中範囲に位置する。覆土 は4層 からなり、下層には大小の木片 と炭化物が多 く含まれ

た。遺物は覆土中および覆土表面付近から非常 に多 くの陶器片が出土した。

土坑5

調査区西側の土坑集中範囲に位置し、土7に 切 られる。覆土は2層 からな り、木片 と炭化物が含 まれた。

遺物は覆土中から少量出土 した。

土坑7

調査区西側の土坑集中範囲に位置し、土9と 土14に 切 られる。覆土は2層 からなり、木片 と炭化物が少量

含 まれた。遺物 は覆土中の比較的浅い位置から出土 しており、数点の陶器のほかに木器 も確認された。

土坑8

調査区西側の土坑集中範囲に位置する。覆土 は単層で大小の木片 と炭化物が多量含 まれた。遺物 は比較的

多 く出土したが、小片が多 く図化できる個体は無かった。

土坑13

調査区西側の土坑集中範囲に位置する。覆土 は単層で、大小の木片 と炭化物が多 く含まれた。遺物 は覆土

中から木器の箆が出土 した。

土坑14

調査区西側の土坑集中範囲に位置し、土17に切 られる。覆土は3層 からな り、主体 となるII層 には木片が

多 く含 まれた。遺物は覆土中か ら出土しており、磁器のほか木器も多 く出土 した。

土坑15

調査区西側の土坑集中範囲に位置し、土14に切 られる。遺物は覆土中から、陶磁器が少量(未 図化)出 土

したほか、木器が1点 出土 した。

土坑19

調査区西側の土坑集中範囲に位置する。覆土は単層で、木片が非常に多 く含 まれた。遺物は覆土中から木

器(下 駄)が 多量出土 した。遺物の出土状況は別図で示した。

土坑21

調査区西側の土坑集中範囲に位置する。覆土は2層 か らなり、上層には小礫が少量、下層には木片が多量

含 まれた。遺物は出土 したものの、小片で図化できる個体は無かった。

土坑28

調査区東側に位置する。覆土は単層で、覆土中に多 くの礫が含まれた。覆土中に礫を含む遺構 はほかに土

21と土28に 近接する溝1の みである。遺物は出土 しなかった。
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溝1

調査区東側に位置し、東側 を北東包含層に切 られる。主軸方向はN-2.一Wで ある。土層は単層で礫を少

量含んでおり、断面形は緩いV字 形であった。遺物 は少量出土 したのみで、図化できる個体は無かった。調

査区中央付近の空閑地 と北東包含層 とを仕切 る位置 にあるが、用途等は不明である。東側に平行した杭列が

あるが、北東部包含層よりも上面か ら打ち込まれてお り、溝1と 直接関係する遺構ではないと考えられる。

北東部包含層

調査区の北東隅に位置している。覆土は8層 か らな り、覆土中には多 くの遺物 ・木片が含 まれた。複数の

遺構が切 り合っていると考えられるが、土層断面からも遺構を判別するのは困難であった。遺物は陶磁器が

多量出土 したほか、木器も1点 見 られた。出土した陶磁器 にはやや時期幅があるが、概ね1検 の時期内に収

まっている。

2宮 村町第II検 出面

土坑31基 ・ピット4基 ・溝5条 を検出した。遺構は調査区の西側1/3程 の範囲に集中しており、切 り合いが

著しい。他の範囲は遺構が非常に希薄であった。遺構 は全般に浅 く、遺物の出土量は極めて少なかった。以

下では遺物の出土 した遺構 を中心に概観する。

土坑1

調査区西側の土坑集中範囲内に位置 し、溝2に 切 られる。覆土には陶磁器等の小片のほか、大小の木片が

非常に多 く含 まれた。遺物には遺構壁面付近か ら陶器の碗が1点 出土 した。

土坑4

調査区西側の土坑集中範囲内に位置する。覆土は2層 からな り、下層には炭化物 と木片が少量含 まれた。

遺物 は覆土中から少量出土 した。

溝1

調査区南側で東西方向に延びてお り、屋敷境を意識 した溝の可能性がある。覆土は3層 からなるが、連続

的な堆積ではな く切 り合い関係がみられることから、同_.__.遺構内で時期的な差が有るもの と考 えられる。ま

た底面も土層に対応するとみられる凹凸が主軸方向に続いている。遺物 は覆土中か らやや多 く出土 したが小

片が多 く、図化できたのは在地産の土器の皿(近 世)1点 のみである。また中世 に属するとみられる陶器(未

図化)も 数点出土 したが、混入 と考 える。

溝2

調査区の西隅に位置する。平面形は調査区内ではJ字 形に捉えたが、南側 と西側は調査区外に続いており

詳細は不明である。遺構に付随すると見られる杭列 と小ピ.,ト群が南北方向に続いてるが、遺構本体を含め

用途は不明である。遺物は出土しなかった。

3天 神 西遺跡(第III検 出面)

住居吐1軒 ・土坑2基 ・ピッ ト13基 ・溝1条 を検 出 した。住居吐 は調査 区中央 のやや東寄 りに位置 し、 ピ

ッ トは住居吐の南東側 に集 中していた。以下 では遺物が出土 した遺構 を中心 に概観す る。

第1号 住居趾

東壁の一部 は1検 の溝1に 切 られ、南北 は調査 区外 に続 いてい る。平面形 は、北西隅 のみが確認 で きてお

り、方形 ない し長方形 と推定 され る。残存値で南北 方向が5.42m、 東西方向が5.68cmで 、床面積 が26.37㎡ で

ある。軸方向 は西壁でN-80-Wで ある。覆土 は8層 か らな り、壁 はほぼ垂直 に立 ち上が る。南東 の床面 に

薄 く灰 ・炭の混 じる範 囲を2ヶ 所確認 した ものの、焼土 は確認 されず炉 とは判 断で きなか った。床面 に26基

のピ ッ トを確認 したが柱穴 は判然 としなか った。 その他 の施設で は西壁沿 い と北西隅付近 に周溝 を確認 した。

遺物 は、大半が覆土 中か ら出土 した。
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土坑2

調査区南西隅に位置し、一部 はII検の土1に 切 られ、南側 は調査区外に続いている。土層は2層 からなる。

遺物は覆土中から比較的多 く出土した。

ピッ ト

調査区南東のピット群は断面の観察から、その多 くが柱穴であった と推測 されるが、全容は不明である。

遺物は古墳時代 とみられる土師器片が覆土中からそれぞれ少量出土 したが、図化できた ものはP10か ら出土

した1点:の みであった。

第1表 宮村 町 ・天神西土坑 ・ピッh一 覧表

験 ・ 漁.
{

、平薦形
規僕繍)

備考
長磯 繍 深度

1 土1 不明 66 42 6

1 土2 楕円形 (140) 108 20 土3・ 土42に 切 られ る

1 土3 楕円形 208 128 20 土2を 切 る

1 土4 楕円形 60 54 6

1 土5 楕円形 108 (106) 12

1 土7 楕円形 168 102 12 土5・ 土38を 切 る 土9・ 土14に 切 られる

1 土8 楕円形 82 70 18

1 土9 楕円形 34 46 4 土7を 切 る

1 土10 楕円形 (172) (112) 4 土38・ 土39を 切 る 土12・ 土14・ 土15・ 土41に 切 ら れ る

1 土11 楕円形 52 44 4 土42を 切 る

1 土12 円形 54 52 12 土10・ 土38・ 土42を 切 る

1 土13 楕円形 96 72 8

1 土14 楕円形 222 154 12 土7・ 土10・ 土15・ 土17・ 土18を 切 る

1 土15 楕円形 (132)
、
106 8 土10・ 土18・ 土41を 切 る 土14に 切 られ る

1 土16 楕円形 48 48 8 土17・ 土20を 切 る

1 土17 楕円形 120 (76) 9 土18・ 土20を 切 る 土14に 切 られる

1 土18 不明 (128) (116) 8 土20・ 土23を 切 る 土14・ 土15・ 土17・ 土41に 切 られ る

1 土19 楕円形 70 56 10 土20・ 土21を 切 る

1 土20 不明 (148) (128) 6 土19を 切 る 土16・ 土17・ 土18に 切 られ る

1 土21 楕円形 104 60 26 土19に 切 られ る

1 土22 楕円形 84 70 9 土24に 切 られ る

1 土23 不整形 (186) 128 6 土18・ 土20・ 土26・ 土41に 切 られ る

1 土24 楕円形 (158) 70 10 土22を 切 る

1 土25 楕円形 96 96 30

1 土26 楕円形 (170) 120 12 土23・ 土41を 切 る

1 土27 円形 60 52 6 溝1を 切 る

1 土28 不明 188 56 9 溝1を 切 る

1 土29 不明 (204) 130 20 土28を 切 る 土33に 切 られる

1 土33 楕円形 100 58 16 土29を 切 る

1 土34 不明 56 (52) 18

1 土36 不整形 (260) 122 8 P9を 切 る

1 土37 不明 147 100 5 P9に 切 られ る

1 土38 不明 (120) (96) 8 土5・ 土7・ 土10・ 土12・ 土39・ 土42に 切 られ る

1 土39 不明 (62) (64) 12

1 土40 不明 (86) (50) 4 土41を 切 る 土42に 切 られる

1 土41 不明 (258) (146) 5 土18・ 土23を 切 る 土15・ 土26・ 土40に 切 られ る

1 土42 不明 (436) (106) 22 土2・ 土38・ 土39・ 土40を 切 る 土11・ 土12に 切 られ る

1 P1 楕円形 30 18 6

1 P2 円形 26 24 5

1 P3 楕円形 32 26 17

1 P4 円形 36 34 12 P5に 切 られる

1 P5 楕円形 43 32 13 P4を 切 る

1 P6 円形 20 18 15

1 P7 円形 26 27 7

1 P8 楕円形 39 (30) 6 溝1に 切 られ る

1 P9 円形 32 28 7 土36・ 土37を 切 る

II 土1 不明 X216) 104 32 土2を 切 る 溝2に 切 られ る

II 土2 楕円形 (134) 108 6 土1・ 溝2・P1・P4に 切 られ る

II 土3 不明 40 26 10 バ

II 土4 不明 (114) 86 12 溝2・ 溝3を 切 る

II 土5 楕円形 56 46 12 土6・ 土7を 切 る

II 土1 不明 (216) 104 32 土2を 切 る 溝2に 切 られ る

II 土2 不明 (134) 108 6 土1・P1・P4・ 溝2に 切 られ る

II 土3 不明 40 26 10

II 土4 不明 (114) 86 12 溝2・ 溝3を 切 る

II 土5 楕円形 56 46 12 土6・ 土7を 切 る
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検 騰
'平 面 形 規模 く(繍)

t

i

,儲 蓼
長軸 麟 深魔

II 土6 楕円形 (48) (48) 6 土5・ 土7に 切 られ る

II 土7 不整形 (66) 58 6 土6・ 土8を 切 る 土5に 切 られる

II 土8 不明 (44) 14 13 土7・ 土9に 切 られ る

II 土9 楕円形 (100) 76 8 土8・ 土10を 切 る 溝1に 切 られる

II 土10 不明 (256) (los) 6 土9・ 土20・ 溝1に 切 られ る

II 土11 楕円形 (104) 88 12 溝4を 切 る 土12に 切 られ る

II 土12 不整形 116 84 4 土11・ 土13・ 溝4を 切 る

II 土13 楕円形 (148) 64 14 土14・ 土16・ 溝4を 切 る 土12に 切 られ る

II 土14 不明 (114) (54) 4 土13・ 土16を 切 る

II 土15 不明 (84) (44) 8 土14を 切 る

II 土16 不明 (104) (82) 4 土13に 切 られ る

II 土17 不明 (50) (34) 20

II 土18 楕円形 68 48 7 土19を 切 る

II 土19 不明 (144) (74) 12 溝5を 切 る 土18・ 土20に 切 られ る

II 土20 楕円形 232 154 12 土10・ 土19・ 溝5を 切 る

II 土21 不咀 (196) (32) 8 溝1に 切 られ る

II 土22 不明 (110) (2s> 8 溝1に 切 られ る

II 土23 不明 (62) (26) 4 溝1に 切 られ る

II 土24 不明 (76) (36),一 5 溝1に 切 られ る

II 土25 不明 (116) 44 6

II 土26 不明 (92) 46 4

II 土27 不明 (124) (46) 8 土28に 切 られ る

II 土28 不明 (140) (60) 10 土27・ 土29を 切 る

II 土29 不明 (46) 48 8 土28に 切 られ る

II 土30 楕円形 (186) 46 24 溝1を 切 る

II 土31 円形 40 36 14

II P1 円形 26 22 6 土2を 切 る

II P2 円形 16 12 12 P4を 切 る

II P3 不明 24 22 6

II P4 不明 (46) 32 6 土2を 切 るP2に 切 られ る

天 土1 不明 (104) 48 15

天 土2 不明 (168) 86 14

天 Pl 円形 20 20 12

天 P2 円形 16 16 16

天 P3 円形 20 18 6

天 P4 円形 18 16 6

天 P5 楕円形 40 32 6

天 P6 円形 38 32 31

天 P7 隅丸方形 32 30 34

天 P8 円形 26 24 24

天 P9 円形 26 24 22

天 P10 円形 26 26 20

天 P11 円形 32 26 20

天 P12 円形 28 22 26

天 P13 円形 24 20 28 1住 を切 る

長軸 ・短軸の()内 の値は残存値

1検 土6・ 土30～32・ 土35は 欠番

天:天 神西
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宮村町1検

● ●

第6図 遺構(1)
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北東部包含層 ・溝1

4

宮村町II検

第7図 遺構(2)
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第8図 遺構(3)
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、

第9図 遺構(4)
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一
1宮 村 町出土土器 ・陶磁器(第2表 、第10～14図)

宮村町 の調査で は、23,1209の 土器 ・陶磁器が 出土 した。内訳 は、宮村 町第1検 出面19,6109、 第II検 出面

3,5109で ある。 これ らの うち、図化 可能 な96点 を実測 し提示 した。種別 で は、陶器 ・磁 器 ・土器 が み られ、

器形 は多岐 にわた る。以下、各検 出面 ごとに器種 ・器形お よびその器種構成 について記述す る。

(1)第1検 出面 出土土器 ・陶磁器群(第10図1～ 第13図70)

1検 では、70点 を図化 した。種別 は、土器5点(7.1%)・ 陶器30点(42.9%)・ 磁器35点(50.0%)で 、

磁器が最 も多 い。

ア.磁 器

肥前産製品 に加 えて瀬戸美濃産製 品が み られ る。生産地 にお ける製作年代観で は、19世 紀代 の資料が主体

とな り、18世 紀後半代 の ものが若干 み られ る。産地別の器種構成 は、肥前産15点(器 種:碗 ・小碗 ・皿 ・蕎

麦猪 口)、 瀬戸美濃産12点(器 種:碗 ・小碗 ・小杯 ・角皿 ・蕎麦猪 口 ・鉢 ・急須)産 地不明1点 である。

次に、器種別 の様相 をみてみたい。碗 は、4・19・29・35・50・61・69が 肥前産、3・11・20・28・54が

瀬戸産 である。3は 、瀬戸美濃産染付碗で ある。外面 には草花文、 口縁 内面 には四方裡文 、見込部 に松竹梅

文 が描 かれ ている。4は 肥前産染付碗 で、 口縁内面 には四方裡文、見込 み部 に昆虫文が描 かれている。11は

瀬戸美濃産製品で、外面 か ら口縁 内面 まで鉄粕、内面見込 み部 に七宝繋文が描かれてい る。20は 、 コバル ト

呉須 で文様が描かれてい る瀬戸美濃産製品で、19世 紀後半代 の ものである。61は 、18c末 ～19c初 の肥前産広

東碗 である。 内面見込部 には花文、外面 には山水文が描 かれてい る。碗蓋 は13・16の2点 のみ。13は 肥前産

碗蓋 である。外面 には松 ・草花文、 内面 は口縁部 に四方裡文 、天井部 に松竹梅繋文が描かれてい る。16は 瀬

戸 美濃産蓋で ある。外面 に撫子文、 口縁 内面 には四方裡文 がみ られる。皿 は、肥前産 は4点(2・55・62・

66)、 瀬戸美濃産2点(15・39)の 計6点 出土 した。2は 、 口縁部 内面 には草花文、見込部 にコンニャク判 に

よる五弁花文が み られ る。口縁外面 には唐草文、底裏 には渦福文 がみ られ る。18c初 頭 の肥前産 と考 え られ

る。15は 、 コバル ト呉須 の瀬戸美濃産染付皿で ある。捻子花 区画 に草花文が描かれてい る。39は 型打 の角皿

であ る。 内面 に陽刻で卍繋文 が施 されている。55は 、蛇 ノ目凹形高台 の肥前産皿で ある。焼継痕 があ り、裏

面 には焼継 ぎ白玉 によ り文字 が書 かれている。62は 、 口縁 内面 は墨弾 きに よる草花文様 、外面 は唐草文が描

かれている。66は 、内面 に竹文、見込部 に五弁花 コンニ ャク判、外面 には唐草文が描かれてい る。蕎麦猪 口

は2点(30・65)あ るが、双 方 ともに肥前産で ある。30は 外面 に人物 ・舟が描かれてお り、底裏 には 「大明

年製」銘が み られ る。

イ.陶 器

1検 で出土 した陶器 は26点 み られ る。 これ らの産 地別 内訳 は、瀬戸美濃産22点(84.6%)、 京 ・信楽産2点

(7.6%)、 万古産1点(3.9%)、 肥前産1点(3.9%)で 、大半が瀬戸美濃産で 占め られ る。}器種 は、碗類:(碗・

鎧茶碗 ・拳骨茶碗 ・小杯)、 鉢類(捏 鉢 ・片 口鉢)、 灯明受皿 、御神酒徳利、仏飯具、餌猪 日、急須蓋、蓋、

播 鉢がみ られ る。32・47は 瀬戸美濃産鎧茶碗で ある。外面 には、 口縁 か ら高台 まで施文真 による鎧手文が施

されている。 口縁端部 か ら内面 には、鉄粕が掛 け られてい る。64は 、瀬戸美濃産拳骨茶碗 の底部 である。9

は、京 ・信楽系 の色絵碗 であ る。体部外面 には色絵 で草木文 が描 かれ、高台周辺 は露胎 である。59は 、瀬戸

美濃産小杯 である。底部 高台周辺 は露胎で あるが、体部 内外面 には灰粕が施 され てい る・.灯明受皿 は・6・

22・24・42・53の5点 が出土 した。すべて瀬戸美濃産 で、6・22・42は 錆粕、24・53は 灰粕製品 である。油

口部分 は、穿孔 され るもの(42)と 、切 り込みが入 れ られてい るもの(22・53)が ある。

ウ.土 器

土師器皿3点(40・58・67)、 火鉢(44)、 植 木鉢(63)が 出土 した。土師器皿 はすべてロクロ成形で、底
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部 には回転 糸切痕 が残 る。 また、 これ らの3点 の口縁端部 には、煤が付着 している ことか ら、灯明皿 として

使用 された もの と考 えられ る。

(2)第II検 出面出土土器 ・陶磁器群(第13図71～ 第14図96)

II検 で は26点 を図化 した。種別内訳 は、土器5点(19.2%)・ 陶器14点(53.9%)・ 磁器7点(26.9%)で

陶器が最 も多い。生産地 は、陶器 は瀬戸 美濃産 と京 ・信楽産、磁器 は肥前産、土器 は在地産がみ られる。

ア 磁器

碗 は、肥前産 が主体 である。72は 広東碗、73は 矢羽根文が描かれた碗 である。78は 底部が厚 く、見込 み部

に五弁花文 がみ られ る。II検 出土磁器 の帰属磁器 は、 いずれ も18c後 半～19c前 半 の もので ある。

イ 陶器

81・82・83は 、京 ・信楽産 の色絵製 品である。外面 に銅緑粕 ・鉄紬 ・赤絵で草文が描かれてい る。82は 筒

型の碗 、81・83は 丸碗 である。88・94は 、瀬戸美濃産 の碗 で ある。88は 体部 内外面 に灰粕が施粕 され、底部

高台部分 が露胎 である。94は 、高台内 まで灰粕が施粕 されてい るものである。90は 、瀬戸 美濃産 の小型 の御

神酒徳利 であ る。89は 、灰粕が施粕 された京 ・信楽産 の灯明皿 であ る。

ウ 土器

土師器皿 が5点(85～87・95・96)出 土 している。いずれ も器 高は1.9～2.6cmと 低 く、 口唇部 が厚 くなる

もの(85・87・95)と 、薄 く立ち上 が るもの(86・96)の2種 に分 けられる。

2天 神 西 出土 土器(第3表 、第14図97～113)

竪穴住居±it(1住)、 土坑、ピッ ト及 び検出面か ら土師器 が出土 している。いずれ も古墳 時代前期 に属す る

と考 え られ る もので、総重量 は2,8409に な る。 図化提示 で きた もの17点 を中心 に器種 ・器形 ご とに概観 す

る。

壷 口縁部5点(99～101・111・113)、 底部2点(104・112)を 図化 で きた。99・101は 単純 に外 開す る単 口

縁、100は 口縁端部が厚 く折 り返 され外 向きの面 をつ くるもので、端部下面 には指頭圧痕 を顕著 に残す。111

は口縁端部が小 さ く折 り返 され る小破片 で、鉢 の可能性 もある。113は 二重 口縁の上半部 で、口唇 にハケ メ工

具 で線条痕 とともに列点刺 突が施紋 される。102は 高杯(小 型器台)の 脚部 として図化 したが、直 口縁壷であ

る可能性 も残 る。

甕 口縁胴部2点(97・98)、 底部2点(107・108)を 図化 で きた。97・98は いずれ も薄手 で堅緻 な焼成 と灰

褐色系 の胎土 を有す る特徴 的な個体 で、細かいハケメが付 される。図化で きなか ったが同様 の破片が数点あ

る。107は これ らの底部 と推定 される。

高杯 杯部1点(109)、 脚部1点(110)を 提示 した。 この他、106が 杯部、102・103が 脚部 の可能性があ る。

110は 柱状 の上半部か ら端部 が急激 に外開 し、小形 高杯 の脚部 と考 え られ る。

小型器台 器受 け部1点(105)を 図示 した。102・103の2点 は脚部 の可 能性 が ある。105の 器受 け部 は端部

外面 に強 いヨコナデで凹線 による稜 を作 り出 してい る。

鉢106の1点 を鉢 と考 えたが、前述 の とお り高杯 の杯部の可能性 もある。細 かいハ ケメ状 の調整痕が内外面

に残 り、 ミガ キは窺 えない。

今 回の土器群 の全体 的な特徴 としては、97・98の 甕 に代表 され る灰褐色 系で薄手 の胎土 を持つ個体 と、在

地 でよ く見か ける黄榿色系 の胎土 の個体が混在 している点 と、壷 ・高杯 ・小型器 台類の 器面調整で ミガキが
　 ヒ

不明瞭な個体が多かった点である。松本市内においても湧水に近い低地に立地する集落の土器内容の一端が

把握できた もの と評価 されよう。
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第2表 宮村町土器 ・陶磁器観察表

図翫

実灘番号
繊,土:地点 注記 種別 器形

法量(cm) 残存度 胎土 技法 ・文様 ・形態の特徴 粕調 推定年代 推定産地
ロ径 底径 器高

1

1検 ・北東隅

包含層 1検 一〇〇s 磁器 小杯 (5.8) 2.6 3.8 口:7/8、 底:完 白

無文
透明 19c後 半 瀬戸美濃

2 1検 ・溝1 1検 一〇〇1 磁器 皿 (3.6) (6.8) 3.7 口:1/12、 底:1/12 灰白

内面:草 花文 ・二重圏線 ・見込 み部五弁花 コンニ ャク判 、外

面:唐 草文、底裏:渦 福文 透明 18c初 肥前

3 1検 ・検 出面 1検 一〇11 磁器 碗 10.3 3.7 5.4 完形 白

外面:草 木文、内面:口 縁部に四方裡文、見込み部に環状松

竹梅文と圏線1条 透明 19c後 半 瀬戸美濃

4 1検 ・検 出面 1検 一〇13 磁器 碗 (9.9) (3.5) 5.6 口:1/12、 底:1/2 白

外面:花 文、 内面:口 縁部 に四方裡文、見込 み部 に昆虫文 と

圏線1条 、漆継痕 あ り 透明 19c後 半 肥前

5 1検 ・検出面 1検 一〇〇8 磁器 鉢 一 (8.5) 一 口 欠 、 底:1/3 白 外面:草 花文 、底部:蛇 ノ目凹形高台、 内面:見 込み部花文 か 透明 19c後 半 肥前

6 1検 ・検出面 1検 一〇11 陶器 灯明受皿 (9.9) 5.4 2.1 口 1/2、 底:完 乳白 胴部～底部 回転 ヘラケズ リ、 内面 ヨコナデ 錆紬 19c前 半 瀬戸美濃

7 1検 ・検出面 1検 一〇11 磁器 御神酒徳利 一 3.5 一 口 欠、底:完 白 色絵上絵付 、慢 幕 ・笹 ・蘇鉄 ・南天 の文様 透 明 ・赤絵 19c後 半 不明

8 1検 ・検 出面 1検 一〇11 磁器 碗 (9.6) 3.9 5.5 口 1/3、 底:完 白 外面:腰 部文様 、赤絵上絵付(南 天)、 漆継痕 あ り 透 明 ・赤絵 18c後 半 肥前

9

1検 ・北東隅

包含層 1検 一〇〇9 陶器 碗 (s.g) 2.8 5.3 口:3/5、 底:2/5 淡黄白

底部露胎 、外面:花 木文、内面:見 込 み部 に草花文

灰紬 18c後 半～19c初 京 ・信楽

10 1検 ・検 出面 1検 一〇12 陶器 碗 (8.9) 3.7 6.1 口:1/16、 底:ほ ぼ 完 淡黄白 陶胎染付 、外面:文 様不明、 内面:見 込み部五弁花、二重 圏線 透明 18c前 半 瀬戸美濃

11 1検 ・検 出面 1検 一〇12 磁器 碗 (10.5) 4.4 (5.7) 口:1/8、 底:完 白
外面～口縁内面鉄粕、体部内面中位に二重圏線、見込み部に七
宝繋文 透明 ・鉄粕 19c 瀬戸美濃

12 1検 ・検 出面 1検 一〇13 陶器 乗燭 (4.2) 3.6 4.8 口:1/2、 底:完 乳白 底裏 回転糸切痕 ・径3mm小 孔あ り 鉄粕 18c末 ～19c初 瀬戸美濃

13 1検 ・検 出面 1検 一〇11 磁器 碗蓋 (9.0) つ まみ3.4 3.0 口:一 部 残 、 つ まみ:1/2 白

外面:松 ・草花、 内面:口 縁端部 に四方裡文、天井部 に環状松

竹梅 文 ・二重圏線、漆継痕 あ り 透明 18c中 肥前

14 1検 ・検 出面

1検 一〇12・土2
-002 陶器 壷 (9.2)

一 一
口:7/8、 胴:欠 暗灰

内外:鉄 粕、 白粕流 し掛 け

鉄粕 ・白粕 19c後 半 不明

15 1検 ・検 出面 1検 一〇11 磁器 皿 (12.7) 6.5 2.7 口:1/3、 底:完 白

コバル ト呉須、外面:唐 草文 、内面:捻 子花 区画 に草花 文、 口

縁部波状 口縁 透明 19c後 半 瀬戸美濃

16 1検 ・検 出面 1検 一〇12 磁器 蓋 (9.2) つ まみ3.7 3.0 口:1/8、 つ ま み部:完 白 外面:草 花文、内面:口 縁端部四方裡文、天井部に寿文 透明 19c前 半 瀬戸美濃

17 1検 ・検 出面 1検 一〇12 陶器 蓋 (7.6) つ まみ1.2 2.0 口:1/2、 つ ま み:完 乳白
外面:灰 粕施粕、 内面:天 井部 回転ヘ ラケ ズ リ、 口縁端 部 ヨコ

ナデ 灰粕 18c後 ～19c前 瀬戸美濃

18 1検 ・検 出面 1検 一〇13 陶器 鉢 (14.3) 6.5 5.5 口:1/8、 底:1/16 淡黄白 内外面:鉄 粕、底部露胎 鉄粕 18c後 ～19c前 瀬戸美濃

19 1検 ・検 出面 1検 一〇11 磁器 碗 (11.8) 一 一 口:1/4、 底:欠 白 口縁内面に二重圏線、外面文様(不 明) 透明 18c後 半 肥前

20 1検 ・検 出面 1検 一〇12 磁器 碗 (6.6) 3.7 6.2 口:1/4、 底:1/2 白

コバル ト呉須、高台外面 二重圏線、 口縁内面四方裡文 、外面火

焔宝珠文か、漆継痕 あ り 透明 19c後 半 瀬戸美濃

21 1検 ・検 出面 1検 一〇12 磁器 碗 (8.5) 3.4 5.5 口:1/16、 底:1/3 白 外面:草 木文、 内面:見 込み部 文様不明、一重 圏線 透明 19c前 半 肥前

22

1検 ・北東隅

包含層

1検 一GOO1・

GOO4・GOO8 陶器 灯明受皿 (9.9) 3.6 1.9 口:3/4、 底:完 乳白

体部外面 回転ヘ ラケズ リ、油口の切 り込 み1箇 所 、外 面露胎

灰粕 19c中 瀬戸美濃

23

1検 ・北 東隅

包含 層 1検 一〇〇8 陶器 急須 4.7 一 一 口 ほぼ完、底:欠 暗灰褐

ロクロ成形、胴部外面 カキ 目状の沈線 あ り、注 口部 貼 り付 け、

注 口と体部接合部 に3箇 所穿孔 鉄粕 ・灰粕 19c後 半 万古

24 1検 ・検 出面 1検 一〇13 陶器 灯明受皿 (9.7) 3.4 1.8 口 1/4、 底1/8 乳白 外面:体 部～底部 回転 ヘ ラケズ リ、 内面:施 粕 灰紬 19c 瀬戸美濃

25 1検 ・検出面 1検 一〇13 磁器 皿 (9.4) 4.8 2.2 口 1/3、 底:1/2 白 型打成形 、内面:輪 花 ・口縁雷文、見込 み部:魚 文 透明 19c 瀬戸美濃

26 1検 ・検出面 1検 一〇11・012 陶器 壷類
一 9.4 一 口 欠、底:ほ ぼ完 乳白 外面錆粕、内面露胎 錆粕 19c 瀬戸美濃

27 1検 ・検出面 1検 一〇13 陶器 播鉢 (30.3) 一 一 口 1/6、 底:欠 乳白 内面播 目、口縁 ヨコナ デ、外面ヘ ラケズ リ調整 錆粕 18c後 半～19c前 半 瀬戸美濃

28

1検 ・北東隅

包含層 1検 一〇〇7 磁器 小碗 (6.4) (3.1) 4.3 口 ・底:1/2 白

ロクロ成形、文様な し

透明 19c 瀬戸美濃

29 1検 ・検 出面 1検 一〇12 磁器 小碗 (6.4) 一 一 口:1/3、 底 部:欠 白 外面:口 縁部に雷文 透明 19c前 半 肥前

30 1検 ・検 出面 1検 一〇12 磁器 蕎麦猪口 (6.4) 4.1 5.2 口:1/24、 底:完 白 外面:山 水 ・人物 ・舟 、底 裏に 「大明年製」 透明 18c後 半 肥前

31 1検 ・検 出面 1検 一〇12 磁器 碗 (10.4) 4.1 5.8 口:1/3、 底:ほ ぼ 完 白

外面～口縁内面鉄粕、体部内面中位に二重圏線、見込み部に七

宝繋文 透明 ・鉄粕 19c 瀬戸美濃

32 1検 ・検 出面 1検 一〇12 陶器 鎧茶碗 (8.6)
一 一

口:1/8、 底:欠 灰

高台脇から口縁近くまで回転施文具で施文、口縁～内面鉄紬(漆

黒)施 粕、文様箇所～高台うすく鉄粕 鉄粕 ・錆粕 18c^一19c 瀬戸美濃

33 1検 ・検 出面 1検 一〇11 陶器 急須の蓋 (15.8)
一 1.9 口:1/2 乳白

ロクロ成形、裏面手 持ちケズ リ、端部 ヨコナデ 長石 ・銅

緑 ・鉄粕 19c 瀬戸美濃

34 1検 ・検出面 1検 一〇12 磁器 角皿 7.6 4.3 2.4 完形 白 型 内成形、 内面:唐 草文 ・花文、 透明 19c後 半 瀬戸美濃

35 1検 ・検出面 1検 一〇12 磁器 碗 (7.6)
一 一

口:1/5、 底:欠 白 外面:朝 顔文 、内面:口 縁部四方棒 透明 18c後 半～19c前 半 肥前

36 1検 ・検出面 1検 一〇11 磁器 鉢 (17.8) 一 一 口:1/4、 底:欠 白 コバル ト呉須 、外面流水 ・草文 透明 19c後 半 瀬戸美濃

37 1検 ・検出面 1検 一〇12 磁器 鉢か (8.9) 一 一 口:1/4、 底:欠 白

外面:卍 繋文 、その他の文様不明 、内面:口 縁部草花文、 口縁

立wTl部波耳犬口縁、口縁端部 口錆 透明 18c後 半～19c前 半 肥前

38 1検 ・検出面 1検 一〇12 陶器 皿 (6.9) 3.0 1.8 口:2/5、 底:完 黄白 口縁端部～内面施粕、外面:体 部～底部回転ヘラケズリ調整 灰粕 19c 瀬戸美濃
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図臨
実灘番号
鐵車地点 注翻 種窃 器形 法量(㎝) 残存慶 胎土 技法 ・文様 ・形態の特徴 穂翻 推定隼代 推定産地

難径 底径 器高
39 1検 ・検 出面 1検 一〇11 磁器 角皿 一 3.7 2.1 口:1/3、 底:完 白 型打成形、内面陽刻卍繋文様あり 透明 19c後 半 瀬戸美濃

40 1検 ・検 出面 1検 一〇12 土器 皿 (8.6) 6.6 2.2 口:1/8、 底:1/6 褐色 ロクロナ デ成形 、底部 回転糸切痕 あ り、 ロ ー.:部煤付着 一 19c 在地産

41 1検 ・検出面 1検 一〇11 陶器 捏鉢
一 (16.2) 一 口 欠 、 底:1/3 乳白

外面:腰 部～底部 回転 ヘラケズ リ調整、 削 り出 し高台、内面:
ロクロナデ成形 、重ね焼 き痕 あ り 灰粕 18c後 半～19c前 半 瀬戸美濃

42 1検 土2 1検 一〇〇1 陶器 灯明受皿 9.8 4.7 1.6 口 3/4、 底:完 乳白 体部外面 回転 ヘラケズ リ、油穴穿孔、 内面 ヨコナデ 錆粕 19c 瀬戸美濃

43 1検 土2 1検 一〇〇2 陶器 小杯 (6.9) 2.3 3.4 口 1/4、 底:完 乳白 ロクロナデ、外 面下半～底部回転ヘ ラケズ リ 灰粕 19c 瀬戸美濃

44 1検 土3 1検 一〇〇5 土器 火鉢 34.8 一 一 口 1/3、 底部:欠 褐～灰褐 ロクロナデ成形 、口縁外面沈線3条 一 18c^一19c 在地産か

45 1検 土3 1検 土3-004 磁器 皿 (14.9) 7.0 4.5 口:7/8、 底 部:完 白

口縁輪花成形 、内面:花 文 ・見込 み部松竹 梅繋文、外面:唐 草

文、底部:蛇 ノ 目凹形高台 透明 19c後 半 瀬戸美濃

46 1検 土3 1検 一〇〇3 陶器 蓋 (15.2) つ ま み5.6 2.3 口:1/3、 つ まみ 部:4/5 乳白
外面:つ まみ部貼 り付 け、外面 ヘラケズ リ調整、銅緑粕 ・鉄粕

による文様 、内面:口 縁端部露胎 、内面刷毛塗 り施粕

灰粕 ・銅緑

粕 ・鉄粕 19c後 半 瀬戸美濃

47 1検 土3 1検 一〇〇7 陶器 鎧茶碗 (7.4) 3.7 (5.1) 口:一 部 の み 、底:1/2 灰白
高台脇～口縁近くまで回転施文具による施文、口縁～内面鉄粕
(漆黒)施 粕、文様箇所～高台うすく鉄紬 鉄粕 ・錆紬 18c^一19c 瀬戸美濃

48 1検 土3 1検 一〇〇7 磁器 急須蓋 7.3 3.6 5.1 完形 白 1箇所径3mmの 穿孔 あ り、外面 草花 文 透明 19c後 半 瀬戸美濃

49 1検 土3 1検 一〇〇7 陶器 片口鉢か (11.1) 一 一 口:1/4、 底:欠 乳白 ロ クロナデ成形、体部下半 回転 ヘ ラケズ リ 鉄粕 18c後 半 瀬戸美濃

50 1検 土5 1検 一〇〇8 磁器 小碗 一 3.5 口:欠 、底:1/2 白 底裏文様(不 明)、体部内外文様なし 透明 19cか 肥前

51 1検 土3・ 土7 1検 一〇〇7・012 陶器 鉢 (8.7) 4.1 5.2 口:1/24、 底:1/2 淡黄白

底部削り出し高台、底部露胎、体部外面に長石粕と鉄粕で草花

文

灰粕 ・長石

粕 ・鉄粕 19c 肥前か

52 1検 土7 1検 一〇10 陶器 拳骨茶碗 一 4.8 一 底部のみ 灰白 底部回転ヘ ラケズ リ、 高台部 露:胎 鉄粕 18c後 半 ～19c 瀬戸美濃

53 1検 土7 1検 一〇11 陶器 灯明受皿 6.8 2.7 1.6 完形 乳白
体 部～底部回転ヘ ラケズ リ、口縁 ヨコナデ、油 口切 り込疾 一

部煤付着 灰粕 19c 瀬戸美濃

54 1検 土14 1検 一〇17 磁器 碗 (7.4) 一 一
口:1/4、 底:欠 白 外面:丸 文 透明 19c 瀬戸美濃

55 1検 土14 1検 一〇17 磁器 皿 一 (6.3)
一
底:1/12 白 底部:蛇 ノ目凹形高台、焼継ぎ痕あり(底裏に焼継ぎ文字あり) 透明 19c 肥前

56 1検 土21 1検 一〇23 陶器 御神酒徳利 一 2.2 一 底部のみ 乳白 ロクロナデ成形、底部回転糸切、腰部～底部露胎 灰紬 18c^一19c 瀬戸美濃

57 1検 土42

1検 一〇12・

014.045.046 陶器 鉢 (21.4) 一 一
口1/4、 底:欠 灰色

ロクロナデ成形 、口縁 ヨコナデ、体部 回転 ヘラケズ リ、No.93と

同一個体 鉄粕 19c 京 ・信楽

58 1検 土29 1検 一〇32 土器 皿 (9.4) 5.5 2.2 口1/4、 底1/2 暗灰褐 ロクロナデ成形 、底部 回転糸切、煤付着 一 19c 在地産

59 1検 土29 1検 一〇32 陶器 小杯 (5.3) (2.5) 2.9 口:1/5、 底:3/5 乳白 ロクロナデ成形 、外 面腰 部～底部 回転ヘ ラケズ リ、高台部露胎 灰粕 18c 瀬戸美濃

60 1検 土33 1検 一〇33 磁器 猪口 (4.8) 3.0 3.2 口:1/4、 底:完 白 文様なし 透明 19c 瀬戸美濃

61 1検 土33 1検 一〇33 磁器 広東碗 一 (6.2) 一 口:欠 、 底:3/4 白
外面:山 水文 、高台外面二重圏線、 内面:見 込み部花文、一重

圏線 透明 18c末 ～19c初 肥前

62 1検 土33

一

1検 一〇34 磁器 皿 (12.6) (8.2) 3.2 口:1/12、 底:一 部 の み 白
内面:墨 弾 きによる草花 ・唐草文、外面:唐 草文、高台外面 に
二重圏線 、底部 削 り出 し高台 透明 18c前 半 肥前

63

1検 土33・ 検

出面

1検 一〇〇8・

012.034 土器 植木鉢 (20.1) (12.6) 14.1 口:1/12、 底:1/8 褐～灰褐

口縁内面～底裏までミガキのち赤色塗彩、底部脚部3箇所
赤色 19cか 在地産か

64 1検 土33 1検 一〇34 陶器 拳骨茶碗
一 (4.8) 一

口:欠 、 底:1/4 乳白 底部削り出し高台、高台部露胎 鉄粕 18c後 半 瀬戸美濃

65 1検 土42 1検 一〇46 磁器 蕎麦猪口 (7.0) 一 一 口:1/3、 底:欠 白 外面:草 花文 透明 18c後 半 肥前

66

1検 土42・検

出面 1検 一〇44・013 磁器 皿

k

一 (7.4) 一 口 欠 、 底:1/2 白

内面:五 弁花 コンニ ャク判 ・竹 文、外面:唐 草文、底裏:「 年」

文字(ほ か欠損) 透明 18c前 半 肥前

67 1検 土42 1検 一〇43 土器 皿 (8.3) 4.6 1.5 口 一部欠、底:完 暗褐 ロクロナデ成 形、底部回転糸切、煤付着 一 19c 在地産

68 1検 土42 1検 一〇46 陶器 仏飯具 一 4.3 一 口 欠、底:完 乳白 ロクロナデ成 形 灰粕 18c^一19c 瀬戸美濃

69 1検 土42 1検 一〇44 磁器 碗 一 (3.5) 一 口 欠損、底:3/4 灰 外面:青 磁粕、内面:見 込み部二重圏線 灰白 18c前 半 肥前

70 1検 溝1 1検 一〇〇1 陶器 餌猪口 4.9 3.9 2.9 完形 乳白 ロクロナデ成形、底部回転糸切 、把手 貼 り付 け、被熱痕 あ り 灰粕 18c^一19c 瀬戸美濃

71 II検 ・検 出面 II検 一〇〇8 磁器 碗 (9.6) 一 一 口:1/8、 底:欠 白

外面:花 文、内面:口 縁部 に四方裡 文 ・圏線1条 、漆継痕 あ り、

No.4と同一個体 透明 19c後 半 肥前

72 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 磁器 広東碗 (9.6) 5.1 5.5 口 1/24、 底1/2 白

外面:山 水文、高台部一重 圏線 、内面:見 込 み部文様不明 、一

重 圏線 、口縁内面二重圏線 、漆継 痕あ り 透明 18c末 ～19c初 肥前

73 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 磁器 碗 (8.1)
一 一 口 1/5、 底:欠 白 外面:矢 羽根文、内面:口 縁部二重圏線 透明 18c末 ～19c初 肥前

74 II検 ・検 出面 II検 一〇11 磁器 碗 一 (4.8) 一 口 欠 、 底:1/3 灰 高台外面二重圏線、畳付は赤色に発色 透明 不明 不明

75 II検 ・検 出面 II検 一〇11 磁器 芸
一
つ まみ4.9

一 口 欠 、 つ まみ:3/4 白 外面 草花文 ・一部赤絵 あ り、内面:五 弁花文 ・二重圏線 透明 18c前 半 肥前

76 II検 ・検 出面 II検 一〇11 磁器 小碗 (5.3) (2.4) 4.0 口 1/4、 底:1/12 白 外面 山水 ・家屋 ・人物 、内面:口 縁部一重圏線 透明 19c後 半 瀬戸美濃

77 II検 ・検出面 II検 一〇〇9 磁器 小杯 (6.3) (2.3) 3.5 口 1/4、 底:一 部 の み 白 外面 草木文 透明 18c後 半 肥前

78 II検 ・検出面 II検 一〇11 磁器 碗
一 (5.4) 一

口:欠 、 底:1/2 灰白

外面 松 ・草花文、高 台外面二重圏線、底裏一重圏線、 内面:

見込み部五弁花文、二重 圏線、底部厚 い 透明 18c後 半 肥前

79 II検 ・検出面 II検 一〇〇9 陶器 碗 (8.5) 3.0 5.6 口:1/5、 底:完 淡灰白 底部露胎 灰紬 18c後 半 瀬戸美濃

80 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 陶器 碗 一 3.9 一 口:欠 、底:完 乳白 外面削り出し高台、内面灰粕 ・外面鉄粕 鉄粕 ・灰粕 18c^一19c 瀬戸美濃



図臨

実灘番号
出土地点 注記 種別 器形

法量(cm) 残存度 胎土 技法・文様・形態の特微 雅醐 推定年代 推定産地
口径 底径 器高

81 II検 ・検 出面 II検 一〇ll 陶器 碗 一 (2.4)
一 底 1/2 淡灰～黄白

高台部露胎、外面:草 文(銅 緑粕 ・鉄粕 ・赤絵) 銅緑 ・鉄

粕 ・赤絵 18c後 半 京 ・信 楽

82 II検 ・検出面 II検 一〇11 陶器 筒茶碗 (5.1) 一 一 口 1/5、 底:欠 淡黄白 外面:草 文(銅 緑粕) 灰 ・銅緑粕 18c後 半 京 ・信楽

83 II検 ・検出面 II検 一〇11 陶器 碗 (8.9)
一 一 口 1/24 淡灰白 ロクロ成形 、草文 は銅緑粕 灰 ・銅緑 粕 18c^一19c 京 ・信楽

84 II検 ・検出面 II検 一〇11 陶器 小碗 (5.6) 2.9 3.0 口 5/8、 底:完 乳白 外面:腰 部～底部 回転ヘ ラケ ズ リ露胎 、削 り出 し高台 灰紬 18c 瀬戸美濃

85 II検 ・検 出面 II検 一〇ll 土器 皿 (7.6) (5.6) 1.8 口 ・底:1/2 褐～榿褐 ロクロ成形 、回転糸切痕、一部 び被熱 痕 ・煤付着 あ り 一 19c 在地産

86 II検 ・検 出面 II検 一〇11 土器 皿 (8.9) (6.4) 1.9 口 ・底:1/8 褐～榿褐 ロクロナデ成形、底部回転糸切痕 一
18^一18c 在地産

87 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 土器 皿 (9.3) 5.4 2.2 口 ・底:1/12 褐～暗褐 ロクロナデ成形、底部 回転糸切 一 18^一19c 在地産

88 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 陶器 碗 一 3.7 一 口:欠 、底:完 乳 白～灰 白 底部削り出し高台、高台部露胎 灰粕 18c後 半 瀬戸美濃

89 II検 ・検 出面 II検 一〇11 陶器 皿 (9.4) (4.4) 2.2 口:1/8、 底:一 部 の み 暗灰色 ロクロ成形、体部外面下半～底部 回転ヘ ラケズ リ 灰粕 18c後 半 ～19c 京 ・信楽

90 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 陶器 御神酒徳利 1.2 2.2 3.9 完形 乳白 ロ クロ成形、底部 回転 糸切 灰粕 18c後 半 ～19c 瀬戸美濃

91 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 陶器 御神酒徳利
一 2.0 一 口:欠 、底:完 乳白 ロク ロ成形、回転糸切 灰粕 18c後 半 ～19c 瀬戸美濃

92 II検 ・検 出面 II検 一〇11 陶器 仏花瓶か 一 (5.9) 一 脚部 のみ(一 部欠) 白 ロ クロ成形、回転糸切 鉄粕 18c後 半～19cか 瀬戸美濃

93 II検 ・検 出面 II検 一〇〇9 陶器 鉢 (21.4) 一 一 口1/4、 底:欠 灰色

ロクロナデ成形、 口縁 ヨコナデ、体部回転ヘ ラケズ リ、No.57と

同一個体 鉄粕 19c 京 ・信 楽

94 II検 ・検 出面 II検 一〇15 陶器 碗 (s.7) 4.7 7.2 口:1/24、 底:完 乳白 全面施粕、高台端部のみ露胎 灰粕 18c後 半 ～19c 瀬戸美濃

95 II検 土4 II検 一〇〇3 土器 皿 (8.5) (5.5) 2.3 口:1/6、 底:1/8 褐～榿褐 ロクロ成形、底部 回転 糸切 一 18c^一19c 在地産

96 II検溝1 II検 一〇〇1 土器 皿 (10.8) (7.o) 2.6 口:1/6、 底:一 部 褐～暗褐 ロクロ成形 一 不明 在地産
*実 測番号 と掲載番 号 は同一番号で ある。
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第3表 天神西2次 土器観察表

図漁 実測番号 出土地点 注記 器種
法量(cm) 残存度 胎土 色調 焼成 調整

ロ径 庭径 器高

97 天神1 1住 テ ン2、1住 一〇〇4 甕 13.5 一 一
口1/4、 底 欠 長石 ・石英少量混入 内:灰 褐、 外:暗 褐 良好

内:工 具ナデ(頚 部 は強いナデでケズ リ状)・指頭圧痕、外:斜 ハ

ケメ(工 具ナ デ状 の強 いハ ケメ)

98 天神2 1住
テ ン2、1住 一〇〇4、

007 甕 16.8 一 一 口1/4、 底欠 長石 ・石英 ・小 石混入 内:灰 褐 、外:褐 良好

内:口 縁 ヨコハ ケメ ・頚部～胴 部工具ナデ ・指頭圧痕 、外:頚 部

タテハケメ ・胴部 ヨコハ ケメ、頚部外面 に炭化物 ・煤付着

99 天神3 1住 テ ン2、1住 一〇〇4 壷 15.0 一 一 口1/16、 底 欠 石英 ・小石混入 内 ・外:薄 榿褐 良好 内:頚 部ナデ ・指頭圧痕 、外:ナ デ、 口唇部 ヨコナデ

100 天神4 1住

テ ≧2、1住 一〇〇1・

005 壷 18.0 一 一 口1/6、 底欠 石英 ・長石 ・褐 色小粒混入 内:薄 赤褐 、外:暗 榿褐 良
内:口 縁 ヨコナデ、外:口 縁端 部外面指頭圧痕、頚部 ナナメハケ

メ

101 天神5 1住 テ ン2、1住 一〇〇2 壷 17.0` 一 一
口1/8、 底 欠 石英 ・小石多量混入 内:黄 榿 、外:灰 褐 良 内:口 縁端部 ヨコナデ、外面:頚 部ハ ケメ

102 天神6 1住

}

テ ン2、1住 一〇〇2 高杯か 一 11.2 一 口欠、底1/8 石英 ・長 石 ・小石混入 内 ・外:黄 榿 良好

内:ヨ コ方 向ナデ、外:タ テハケ メ(一 部 ヨコハケ メ)、 脚部端 ヨ
コナ デ

103 天神7 1住 テ ン2、1住 一〇〇3 小型器台 一 11.9 一 口欠、底1/16 石 英 ・小石混入 内:褐 、外:暗 褐 良

内:ナ デ・一部ハ ケメ、外:縦 方向の長い ミガ キ、客部 中位 に3単

位穿孔(焼 成前 穿孔)

104 天神8 1住 テ ン2、1住 一〇〇4 壷 一 3.7 一 口欠、底1/2 小石微粒混入 内:黒 灰、外:榿 やや良 内:弱 い板 ナデ、外:一 部 ヨコ ミガキ(摩 滅 著 しい)

105 天神9 1住 テ ン2、1住 一〇〇4 小型器台 (10.1)
一 一 口1/2、 脚部欠 砂粒 ・石英混入 内:暗 褐、外:茶 褐～ 明褐 色 良好 内:ナ デ、口縁端部 ヨコナデ、外:ケ ズ リか

106 天神10 1住

テ ン2、1住004・

007 鉢 (18.4) 一 一
口1/8、 底 欠 細砂粒・石英混入 内:暗 褐～褐 、外:暗 褐 良好 内:ヨ コハケ メ、外:タ テハ ケメ、口縁端部 ヨコナデ

107 天神11 1住 テ ン2、1住004 甕 一 (5.0) 一 口欠 、底1/4 細砂粒 ・砂粒 ・石英 混入 内:暗 褐、外:灰 褐～暗褐 良好 内:工 具ナデ、外:ヨ コハ ケメ

108 天神12 1住 テ ン2、1住004 甕
一 (6.0) 一 口欠 、底3/4 細砂～粗砂粒 ・石英混入 内:黄 榿、外:暗 褐 良好 内:工 具ナデ、外:タ テハ ケメ

109 天神13 土2 テ ン2、 土2-013 高杯 (17.5) 一 一 口1/5、 底 欠 細砂～砂粒混入 内:黄 榿 、外:黄 榿 良好 内:タ テ ミガ キ、外:ヨ コ ミガキ、 口縁端部 ヨコナデ

110 天神14 土2 テ ン2、 土2-014 高杯 一 (12.8) 一 口欠、底1/6 細砂粒 ・石英混入 内:黄 榿 、外:黄 榿 良好
内:タ テハ ケメ と工具 ナデ、外:タ テハ ケメ、脚 部 に径0.7cmの 透
か し3単 位

1!1 天神15 P10 テ ン2、P10-012 壷or鉢 (12.4)
一 一

口1/10、 底 欠 細砂粒 ・石英混入 内:灰 褐 、外:褐 ～黒褐 良好 内:ヨ コハ ケメ、外:摩 滅 不明、 口縁端部 ヨコナデ

112 天神16 検出面 ミヤ2-II検 検009 壷 一 6.0 一 口欠 、底欠 長石 ・石英 ・細砂 ～粗砂混入 内:灰 褐色 、外:褐 ～黒褐色 良好 内:摩 滅不明、外:タ テハケメ

113 天神17 検出面 ミヤ2-II検 検010 壷 (18.6) 一 一
口1/8、 底 欠 石英 ・細砂～粗砂混入 内 ・外:黄 褐 良好

内:口 縁端部 タテ方 向 ミガキ、口縁下半 ヨコ・ナナ メ ミガキ、外:

口縁端部刺突 ・ハ ケメ ・口縁下半タテ方向 ミガキ
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第10図 宮村町土器 ・陶磁器(1)
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第11図 宮村 町土器 ・陶磁器(2)
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第12図 宮村 町土器 ・陶磁器(3)
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第13図 宮村 町土器 ・陶磁器(4)
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第14図 宮村町土器 ・陶磁器(5)、 天神西土器
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3木 製 品(第4表 、第15～17図)

(1)出 土 木 製 品 の 概 要

今回の調査 では、31点 の木製品が出土 した。 いずれ も近世の宮村 町第1検 出面 か らの出土であ る・遺構か

らの出土 は24点(第4図1～15・20～23)あ るが、すべ て廃棄土坑 か ら見 つかった もので ある・ この他 の7

点 は、遺物包含 層である整地層か ら出土 した。本報告書で は、 この うち図化可能 な26点 を掲載 した・出土 し

た木製品31点 の種別 は、漆器6点(16・17・26、 ほか は図化不可分)、 木製 品25点(1～15・18～26・ ほか図

化不可分)で ある。図化提示資料26点 の器種 内訳 は、曲物10点(円 板5点 ・蓋3点 ・側板1点 ・柄杓1点)・

下駄6点 、 その他10点(桶1点 、栓1点 、刷毛1点 、箆1点 、扇子2点 、木簡1点 、箱類:1点 ・漆碗 蓋1点 ・

不明1点)で ある。以下、種別 ・器種別 に概 要 を記述 す る。

(2)漆 器

16は 、漆塗 りの曲物 円板 であ る。片面 のみ漆が塗 られてい るもので、径15.7cm、 厚 さ0.8cmを 測 る・17は ・

箱類 の部材 である。表面 は朱漆(下 地黒漆)、 裏面黒漆が塗 られている。黒漆 の面 には、側板接合痕が あ り・

竹釘が5箇 所打 たれてい るのが観 察で きる。26は 、漆碗蓋で ある。外面 は黒漆、 内面 は黒漆 に朱漆が上塗 り

されてい る。外面側面か ら天井部 にか けて金彩 で蝶 と沢潟の文様 が描 かれている。

(3)木 製品

ア 曲物

7は 、 曲物側板 である。上 ・下部 ともに欠損 している。側面一部 に、桜皮 による縫 い留 めの痕跡が残 って

ている。24は 、柄 が装着 される柄杓で ある。底板 は欠損 しているが、柄 を固定 す る留 め具が桜皮 によって縫

い留 め られ、残存 してい る。側板 中央部 の1箇 所 に は、板 を縫 い とめた桜 皮 も残存 している・6・10●19は ・

曲物蓋 である。本体 との噛 み合 わせ箇所が、段状 に削 られている。すべての もの に、栓が1箇 所付 け られて

い る。

イ 下駄

今回の調査 では、連歯下駄3点(8・9・21)、 差 歯下駄1点(22)、 割 り下駄:2点(20・23)の3種 類 の

下駄が出土 した。20・23は 考qり下駄 である。裏面 には4×5.3cmの 挟 りが ある。長 さ12～13cmと 小型で あるた

め、子供 用の ものか。22・23は 、形状 や規模が非常 に類似 してい るため一対 の ものの可能性 が高 い。22は 差

し歯下駄 であ る。歯部 は欠損 してお り、台部 のみが出土 した。台部 断面形状 は逆台形で、台裏 には長方形 の

平坦面が ある。8・9・21は 、連 歯下駄 である。8・21は 、歯が垂直 に削 り出され てい るものである・9は ・

前歯 しか残存 していない もので あるが、歯 の断面形状 は傾斜があ り逆 台形状 を呈 する・

ウ その他

1は 刷毛で ある。先端 の毛質部分 は欠損 している。柄 の先端 には、径0.5～0.7cmの 穴が穿たれてい る・2

は箆 である。箆部 には工具痕が明瞭 に残 る。3は 、径2.8cmの 円板状 を呈 す るもので、 中心部 に径0・4cmの 穴

があ けられている。用途 は不明で ある。13は 墨書 のある木簡で ある。表裏 それぞれに墨書が み られ る・表 に

は 「嘉永五壬子 ヵ年[]」 、裏面 は[]で 、年号以外 の文字の判 読 は不可能 である・15は 扇子 の

側板 であ る。下端部 には径0.3cmの 穴 がみ られる。15の 出土 した土41か らは、図化 で きなかったが扇子の部材

と考 えられ る細 い棒状 の木製 品 も出土 してい る。18は 、桶 の蓋 と考 え られ る ものであ る。上面 中央部 には・

幅0.9cmで 把手が付 け られていた痕跡が残 る。端部2箇 所 には台形状 の挟 りが残 る。25は 栓で ある・裁頭円錘

形 の形状 で、側面 に細かい工具痕 が明瞭 に残 る。
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第15図 木製品(1)
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第16図 木製品(2)
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第17図 木製品(3)

第4表 木製品観察表
1

図磁 検出面 遺構名 整理番轡 器種分類 手法
鰻さR口 径

繊)

編
纏〉

厚 さ

(α瞼)

高さ

(㎝〉
備 考

1 1 土7 A-1-5 刷毛 板目 14.1 8.1 0.9 柄部 に0.5×0.7cmの 穴 あ り、先端部 に2本 の沈 線 あ り

2 1 土13 A-1-11 箆 柾目 (12.7) 3.5 0.3 工具痕明瞭
3 1 土13 A-1-10 不明 柾目 径2.8 0.9 中心部 に径0.4cmの 穴 あ り

4 1 土14 A-1-1 円板 柾目 径7.5 0.7 表裏 とも中心 に0.1cm以 下 の小孔 あ り

5 1 土14 A-1-3 円板 柾目 径7.5 0.6 桜皮で縫い留め1箇 所

6 1 土14 A-1-2 曲物蓋 柾目 径13.0 1.8 ■ 縁部が合わせ口に成形、栓あり

7 1 土34 A-1-7 曲物 柾目 径17.1 0.4 (3.5) 桜皮縫い留め

8 1 土15 A-1-4 下駄 柾目 20.0 (5.6) 2.7 連歯下駄、横緒孔 ・前緒孔あり

9 1 土19 A-1-6 下駄 柾目 (11.8) (9.1) 2.5 連歯下駄、前緒孔あ り、1/2欠損

10 1 土42 A-1-35 曲物蓋 板目 径(11.2) 1.4 栓1箇 所 あ り、1/4欠

11 1 土42 A-1-36 円板 柾目 径(11.6) 0.4 中心部 に径0.2cmの 穴 あ り、1/2欠 損

12 1 溝1 A-1-38 円板 板目 径5.8 0.2 中心部に0ユcmの 小孔あり

13 1 土41 A-1-33 荷札木簡 板目 18.9 2.1 0.7 表裏墨 書 あ り、表:「 嘉 永五 壬子 力[]」 、 裏:「[]」

14 1 土41 A-1-31
一
扇子か 不明 (13.1) 0.6 0.5

15 1 土41 A-1-30
一
扇子か 柾目 25.2 2.0 0.3 下端部 に径0.3cmの 穴1箇 所 あ り

16 1 検 A-1-26 円板(漆器) 柾目 径15.7 o.s 片面黒漆塗 り

17 1 検 A-1-41 箱類(漆器) 柾目 (21.0) (11.6) 0.6 表面朱漆(下地黒漆)・裏面黒漆、裏面に側板接合痕、竹釘5箇所
18 1 検 A-1-18 桶蓋 板 目 径24.0 1.1 把手部欠損、端部2箇 所に台形状の切 り込みあり

19 1 検 A-1-27 曲物蓋 柾 目 径10.6 1.2 栓1箇 所あり、合わせ口部段状成形

20 1 土19 A-1-24 下駄 柾 目 13.3 6.5 2.8

21 1 土19 A-1-22 下駄 柾 目 (15.3) (9.6) 3.7 連歯下駄
22 1 土19 A-1-19 下駄 柾 目 16.5 7.7 (2.5) 差歯下駄
23 1 土19 A-1-20 下駄 柾 目 (12.0) 6.4 2.8

t

24 1 検 A-1-29 曲物柄杓 板 目 径16.4 0.4 8.9 柄の留具桜皮で縫い留め固定

25 1 北東包含層 A-1-39 栓 柾 目 径2.8 3.0

26 1 検 A-1-42 漆椀蓋 柾 目 外面黒漆 ・内面朱漆、外面に金彩で紋様(蝶 ・沢潟か)
一 1 土21 A-1-16 不明 柾 目 (11.7) 1.1 0.7 片面 に径0.3cmの 穴9あ り
一
1 土21 A-1-15 箱類(漆器) 柾 目 20.0 (3.5) 0.6 全面黒漆加工1面 には側板接合痕あり(竹釘4箇所)、一端は斜めに加工

『 1 土25 A-1-25 不明(漆器) 柾 目 9.1 6.9 0.3 表裏両面が黒漆塗り、裏面に径0.2cmの穴4箇 所あり、被熱 側面斜め加工
一
1 土25 A-1-28 箱類(漆器) 柾 目 (24.0) (3.2) 0.6 表面朱漆(下地黒漆)・裏面黒漆、裏面に側板接合痕、被熱

一 1 土19 A-1-23 下駄 柾 目 (8.5) (5.9) 1.0 連歯下駄
*掲 載図No.のない ものは、遺存状況が悪いため図化提示 していないものである。
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4金 属器

金属製遺物群の概要

宮村遺跡第2次 調査は、遺構検出層理面は明らかでな
い ものの2面 を調査され、出土 した土器 ・陶磁器の型式

か ら推定 されたとみられる古墳時代、近世 と推定 された

遺構が検出されているようである。金属製遺物は、いず

れの調査面および遺構から回収された。総回収個体数は

27点 であり、検 出面1で は19点 、検出面2で は6点 、

包含層とされた検出面1と2の 間に堆積 したとみられる

土層より回収 された2点 である。(第6表)遺 物は、通

し番号を付 し管理番号とした。また実測図作成基準は、

三次元座標記録保持個体の1点 および遺構帰属個体のう

ち銭以外の7点 、計8点 を対象 とし提示 した。

遺構帰属個体のうちIDO3は 、検出面1のSK25回 収で

ある。材質は銅 とみられ、遺存 した構造から同形素材を

対称に結合 したものとみられる。その結合技術は、半田

付けによるものとみられる。また各素材収束部にも同様
の技術が用いられているとみられる。その技術には注意

を要するもの とみられる。(第18図)

なお本調査地における共時的 ・通時的関係の検:討は、

援用すべ き他の遺物においても不明な点 も多 く、断念せ

ざるを得なかった。

引用 ・参考文献

内堀 団2003「 金属器」『平 田本郷遺跡4・5』 松本市

教育委員会pp59～pp61

太田圭郁2003「 石器」 『平田本郷遺跡4・5』 松本市

教育委員会pp62～pp85

内堀 団 ・太田圭郁2003『 五輪遺跡』松本市教育委会

.rvy

93.7
遺構略号

SK土 坑状遺構

TGグ リット

TK検 出面

金属種略号

Cu銅

アルミニウムBP

層序

UK

鍍金略号

G

Z

P

不明

金

亜鉛

産物略号

製品

副産物

総回収個体数 27 総重量(9)

単独率(%) 100.0% 総個体数 27

接合率(%) 0.0% 接合個体数 0
'
平均接合個体数 0 接合資料数 0

三次元座標記録率(%) 3.7%
'
三次元座標記録個体数 1

帰属層準推定率(%) 0.0%

-
帰属層準推定個体数 0

遺構帰属率(%) 48.1% 遺構帰属個体数 13

欠番率(%) 0.0% 欠番個体数 0

実測率(%) 29.6% 実測個体数 S

製品率(%) 100.0% 製品個体数 27

第6表 検出面 ・出土遺構単位推定器種
検出面 出土遺構1 寛永通宝 飾金具 管 煙管 釘 トタン 傘骨組 不明 計 重量計(g)

1SKO3 1 1 3.5

SK13 1 1 0.6

SK25 2 1 3 11.6

SK33 1 1 1.8

SK41 1 1 0.6

SK42 2 12 5 15.4

TK 1 121 2 7 18.7

包含層TG 11 2 26.$

2SK1 1 1 2.7

TK 41 5 12.0

総計 6 4371 114 27 93.7

第5表 主要諸元 凡例

糠 遺綴 遺鱗__3D__(9)_(mm)　 畠(mm)_(m議1膿 比総 奪響_状_測 写真
of 1SKO3No.1 UK15.650-0.1501100CuP3.5 34.7 24 2.6 1.4 9.21:9板 状GO飾 金具 oX

02 1SK13E UK xCuPO.6 72.6 os 0.6 90.8 1.391:1棒i状 不明 oX

03 1SK25S UK xCuP3.4 66.1 17 2.2 3.9 7.74:8板 状 不明 ox

04 1SK25 UK xCuP3.9 28.1 28 1.1 1 25.51:25板 状 寛永通宝 × ×

05 1SK25 UK xCuP4.3 27.3 27.3 1.3 1 211:21板 状 寛永通宝 × ×

06 1SK33N UK xCuP1.8 20.5 20.1 2.7 1 7.41:7板 状 不明 Ox

07 1SK41 UK xCuPO.6 15 14.9 1.8 1 8.31:8板 状 不明 ox

08 1SK42E UK xCuP3.5 24.3 24.3 1.2 1 20.31:20板 状 寛永通宝 × ×

09 1SK42 UK xCuP3.2 24.9 24.9 1.1 1 22.61:23板 状 寛永通宝 × ×

10 1SK42 UK xCuP2.8 66.7 8.6 8.4 7.8 18:1棒 状 煙管 ox

11 1SK42 UK xCuP2.4 26.2 8.1 8 3.2 13:1棒 状 煙管 ox

12 1SK42 UK xCuP3.5 136.8 5.7 o.g 24 7.124:7棒 訓犬 管 ox

13 1TGNSO,W1.5包 含層 x AlP9.8 182.5 123.4 4.4 1.5 281:28板 状 傘,親 ～受骨 × ×

14 1TGNSO,Wl.5包 含層 xFeP17 140 70 3 2 23.32:23板 状Z トタン

15 1TK UK xCuP2.2 54.5 4 2.9 13.6 1.414:1棒 状G 不明

16 1TK UK xCuP2.7 178 3.5 1.1 50.9 3.251:3棒 状G 管

17 1TK UK xCuP3.3 82 2.8 1.7 29.3 1.629:2棒 状G 管 XX

18 1TK UK xFeP1.8 101.3 2.2 2 46 1.146:1棒 状 不明 XX

19 1TK UK xCuP5.4 62.9 60.2 0.2 1 3011:301板 状 ○ 不明

20 1TK UK xCuP1.7 15.4 14.9 8.9 1 1.71:2塊 斗犬 煙管

21 1TK UK xCuP1.6 22.4 22.4 os 1 281:28板 状 寛永通宝 × ×

22 2SK1 UK xCuP2.7 23 22.9 1 1 22.91:23板 状 寛永通宝 × ×

23 2TK UK xCuP4.5 40.8 15.4 7 2.6 2.23:2塊1犬 煙管 XX

24 2TK UK xCuP2.2 16.5 16.3 11.1 1 1.51:1塊 斗犬 煙管

25 2TKW UK xCuP3.5 43.9 9.8 9.6 4.5 14:1棒 状 ○ 煙管

26 2TKW UK xCuP1.3 22.5 16.9 1.6 1.3 10.61:11板 状 煙管

27 2TKW UK xFePO.5 24.9 4 3.7 6.2 1.16:1棒 状 釘 XX
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1宮 村1検 全景

21検 土19

3宮 村II検 全景

4天 神西全景

5天 神西1住

6陶 磁器No3

7陶 磁 器No9

8陶 磁 器No45

9陶 磁 器No5

10陶 磁 器No7

遺構 ・遺物写真
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(mZ)
調査原因

市町村 遺跡番号
まつもとじょうか まちあと

松本城下町跡
みやむらまち てんじんにし

宮村町・天神西

なが の けんまつもと し

長野県松本市
ふか し

深志3丁 目7-47
20202

157

495

36ｰ

13'

37"

137ｰ

58'

32"

20040301^一

20040330

88.3m2

(3面 調 査:

総 計257.4㎡)

民間共同住宅建設に

伴う緊急発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松本城下町跡

宮村町

天神西

城館跡

(城下町・武家屋敷)

集 落:肚

近世

古墳

住 居 肚1・ 土 坑73・

ピ ッ ト26・ 溝8

土器 ・陶磁器、金属製品、

木製品、石製品

上層は、近世の城下町跡宮

村町の武家屋敷地の調査で

ある。敷地奥側の廃棄土坑

群を検出し、多種 ・多様な

出土遺物が出土した。下層

は、古墳時代前期の天神西

遺跡の調査である。低湿地

に隣接した台地上に形成さ

れた集落吐である。

松本市文化財調査報告No.179

長野県松本市

松本城下町跡 宮村町 第2次

天神西遺跡 第2次
一 緊急発掘調査報告書 一

発行日

発行者

印 刷

平成17年3月25日

松本市教育委員会

T390-8620

長野県松本市丸の内3番7号
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